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本事業路期鋪海底に廻湛するぴん孜が・・孝は鱒卜めはち等を封象に漁臥御桓附廻済

範臥年令組成等につき調査考究し1以て当薬草の精密誘液と併せて硝鮪延縄漁お細膵学

を検討する目的で本試験を賓施した。

闇昭和26年1月印から昭和26年3月31日に蔓る聞

直　豆南海阻常漁港区　　　　　　　＿．nEnt・

茨城九億噸敏11㈱0　主脚ディーゼル25肝二）

2．方

8）期

（幻　海

ゆ　使用船

囲　乗組員

脚　漁業試験 別記純縄漁業使用に上欄況・海況の調査・硝朕臥魚体絡蛸分布等

の調査を賓施した。

㈱　漁　具

延縄　250鉢

25尋切　5本

構造（1鉢分）珊綿糸10祈　右軟か390本（130本3チ撚日
枝穐紡糸10番手右撚り390本（130本3子撚り1時7郎尋物4本

セキヤマ　29番線3′3忙4号綿糸をセキ巻2番　4本

釣元ワイヤー　29番線3′3、2等峠

釣鈎　丸型4寸・3寸8分、3寸6分・3寸吼4ケ

浮予縄　マニラ麻2分5座右撚。8尋1本

浮　手　軽合金製1尺

や）餌　料

冷凍いか、さんま・塩いわし



3．試　験　結　果

は）膏確期間，区域，回教
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¢）漁　獲　高　一　覧　表

漁獲尾教及総数に封する魚種別百分率
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4．　各航海別調香結束

仕）第1女航海

A．経　　　　過

1月6日那珂湊出港江の浦で顔料を積み12日同港を出港し、犬吠埼沖合を南下するびんたが鮪に

つき延縄及び1本釣の試験操業を行った。14日から犬吠埼東方150浬を中心に10回操蓋し主とし

てぴん故が鮨21鴫的獲したく水色2～3、平均水温18．ク。－18．9つ。次で22日から犬吠東方10咽を

中心に6回操菜しびんたが鮪120尾釣痙した〔水色2～3、平均水温19・2り026日からは野島崎東方

100津を中心に8回操漫しびんたが鮪封0尾釣捜し1月30日那珂湊に帰港した。（水色3．平均水温

■18．80）

二　お．海　況・漁　況

】今航海の野島崎～犬吠崎近海の海況はE147度を南下する沖合寒流が沿岸に卓越し180水筍はE14

20N誠〇一N358に南下している模様である。沿岸の南下寒流は精嚢接して居り190水帯は戻捻沖で

沿岸10－30浬に接岸Lt居り犬吠崎20－40浬附近には依然′でチメカジキ群の漁獲が痩けられて居

る0

14日－20日間に調査したAB海区ではビンナガ鮪の釣獲率は2．70及び4・00で摘低率であった○

水色は■2－3水温平均は18・90C及び18・70Cと1月中旬の重心水温よか精低塩であった。●

≡　C海区はビシナガ厳の釣控率5・30と梢高率を示してあわ24日の11・30は今航海の最高の釣獲率を

・示した○水草2～3平均水温は19・20Cで重心水温と腹で一致して居るo D海直のピンチガ釣獲率

は4．3で水色3平均水温18．8。亡で水色妊梢悪く水温も低白であった。一般にバチ、メーカジ手、昔

切等犬吠埼押合で好漁を見て居るものは今航海に於ては殆ど釣獲されなかった○

（14′）
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C．年　令　ヲ阻　成

今航海釣拝したビンナガ鮪年令組成（相川・加藤1936）は2才魚1％．3才魚3％14才魚9％、

5才魚労％、6才魚27％．9才魚1％で、5才魚及び6才魚が主群となっている0此れは同時期の野

島崎近海のビンナガ組成に比し6才魚、7才魚の高年魚が低率となって居る0

仲 じ■／最早乍イ入鹿傾度‘異観も100色′　　〔Z）第2次航海

貞蓮　過

仙八し
15。～160）。12日には那珂湊東方25浬を中心に3回操業しもうか餃

14．50～15．40C）13日那珂湊に障治した○

2月10日那珂湊出港、鹿島灘

沖合のもうか餃漁場で試験操

桑した。118犬吠埼NE15浬

附近で2回操業し．もうか餃

25尾釣接したく水色4、水温

19尾履釣隆し（水色4、水温

p）第3次航海

ヲ匪　　過

2月24日那珂湊出港那珂湊沖50浬～60

浬で黒鮪を封象に3回試験繰菜したが

同海区に黒鮪は少く、曹切放が栴多く、

共後時化の為26日小名浜港に仮泊し

た。27日天候回復を立ち同沖合で2回

操業し主にもうか故を釣獲し、28日時

化のため再び小名浜に恨泊した。其後

天候回復と共に3月3日同沖合別辞附

近でもうか鮫を釣獲、4日郵珂湊東方的

浬附近で吉切鮫を釣推し5日那珂辞に

蹄港した○

紛第　4　次　航　海

3月紬那珂湊出払館山港で飲料水を積み13日同港を出港し・小笠原東方海笹に胞肪するびん

たが鮪及びめかじきの試験操薫を行った。14日～15日新黒瀬東方15晒水温1780－鱒○水色3附

近に於て2回操業したが餌付悪く17日より27日迄N紛○～N300El貯～E1490水温180～釦〇・水色

2～Jの海区で1咽試験線条した○此海笹は日廻叩′～4′のびんたが鮪及び10〆－40′のめかじ

き出現が相顔著で1回平均びんたが鮪12・めかじき5の漁如くあわ3月31日那珂湊に賭港した○

（15）
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’篭重し由星沖E／S鱒浬よりSEに発達した分派は

犬吠埼正東170浬に達し、銚子沖の寒流系水も犬

吠崎正東100浬蓬進出して居る。犬吠崎以南に於

ても観潮寒流は旬始め再勢力を増し、約60浬の

巾を以て南下して居る0其為黒潮暖流は梢沖合に

移動して居り、此二つの寒流分派の間にあるN36

■E1440附鑑から妊依然汚岸へ入る暖流系水が認

（16）

Jb，

5．海況と漁況

1円上旬より　3月中旬迄の

常胎、豆南海直の鮪延縄漁場

に於ける海況と漁況との関

係、魚群の辿湛状況等に付．

各椋の報告に基き旬旬に考察

すれば次の通りである。伺水

注分布鼠並に漁場鼠は本場及

各般の報省によわ、各旬毎に

圃示した○

百．1月上旬

海況二源岸の親潮寒流は璧

屋崎正東100浬以上の巾を以

て南下し、野島崎以南に達し

さi●　て居る。犬吠崎押合の黒潮暖

流は梢援眉し、犬吠正東60浬

に達して居り、N300E143°附

近からは前句に引続き依

然沿岸への込み潮が認め

られ、その先端は郵珂湊

E／S30浬に達して居か．

これが為南下寒流を那珂

湊沖合で2分して居る0

犬吠崎沖合の寒流系水は

前句より精嚢へたが犬吠

崎E／S70浬に依然残存

して居る。句末に重り親

潮寒流は更に本解沖合に



められるが其勢力は漸次那珂湊正東8C浬迄後逸して居る0
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漁況＝1、バチ」那珂湊E／N～率40浬～180浬の間に漁獲されて居るが中心漁場は那珂湊E50～浬

110浬の間を底辺とした高さ10浬の三角形内にある。此海区は今旬2つの寒流分派に挟まれた暖流

分派の入組んだ海直に相当する0　従って寒流の蟄達により起った190水帝の拡散によか漁場も分

散しN36b30′E144●附近の践寒雨流の接衝霞城は犬吠崎正東鋸浬～120浬の黒潮本流の突端に

移動して居る0本旬の漁獲模標は楕好漁であったo

「ビンナガ鮪」今旬はⅠ侶6’～N370E1420～E143■が主漁場となって居る。此水城は竪屋崎の親

潮寒流に圧迫された19bCの海届で、その後19°水帯が北方に移動したため、漁場もそれに伴い

37●N附近に移行された。漁獲は旬前半精好漁を示したが一椴に漁獲は低調である0　旬後半に至

り漁場中心の19，水帯が拡散した為、漁場は沖合に移行し、E143030′～E144030′N37°附近及

び那珂湊正東120浬～150浬射返の190C水借にあるが漁獲は一般に不振である○
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∈1月　中旬

海　況：

常磐沿岸の南下寒流は前句に比し大分衰へた。

即ち塩屋崎沖90浬～100浬の巾を以て南下して居

る。郵珂湊沖を　SEに伸長する分派が認められ、

その先端は犬吠正東55浬に塗して居る。銚子以

南の沿岸塞流勢力は相嘗緻崩となった〇一万沖合

の　E1470を南下する親潮寒流は本旬始め相嘗温

くなり180水筒は野島崎正東1201聖に達して骨

わ．沖合より北上暖流を強く圧迫して居る○此為

闇・水帝を中心とする黒潮暖流は房総沿岸に接岸し銚子沖合に停滞するに至った○其の後本句末に

なり190Cを前線とする黒潮は強くNNE，NEに1－2mile／hで北上し頗星崎沖に達して居る模様．

である。倫E1440以東には眈然有力な寒流の南下が認められる。

漁況：「バチ」190水帯の北上暖流が犬吠沖附近に接岸した結果メパテの漁場は前回に比し更に

撞岸して居る。即ち犬吠E90浬．犬吠E／S～もS60浬、犬吠E桟N45軌犬吠E／N25浬が漁場の中

（17）



JDとなって居る○その後鹿島灘沖合説劇寒流が後退し旭。Cを前線とする黒潮暖流が犬吠沖合に著

しく膨脹したため、N35．30′～N36。E141。～E142・忙亘る水域に漁場は変移し・漁獲横隊妊本旬後
牛に好転し16日の470尾を最高とし・遅日好漁獲を得

た。

「ビンナガ鮪」本旬後半に著しい卓越を見た19°水

帯と沿岸の親潮寒流との接岸宮城に当る・N35020′～

N36・E141。罰′～E1420の海笹と居組沖合を北上する

黒潮暖流内のE142，～144。海笹及びE1470を南下す

る親潮と技術するE1440，N360～370の水域等がビン

ナガ漁場とたって居るが、漁獲は前句より低調で旬後

l’ ノ ′

二㌔＿＿

与 ．■　 虐

T l

■r
一 一

レ ン l

半に倭に好漁したのみで依然不振である）

「メカジヰ」′吋と同一海区漁場にあるが・旬始鱒には犬吠N～SE25～3暇に多く認められた¢

桑獲蛸好漁獲を得た操業散もあるが一般相調で削100尾～150尾の漁獲をみたのみで句末にな

態るに従い漁獲減少して居る0

∈1月　下　旬
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海況：沿岸の親潮寒流は前句に比し梢微弱

となり距岸測～40浬の巾を以て南下し、塩屋暗

沖の16，水背は那珂湊E／S35浬迄伸長して日

立沖畠には17。の孤立水塊が見られる。併し旬

後半にはこの水塊も消滅し、海況は単調となっ

た。一方沖合のE147。～E1480を＝南下する朝潮

寒流は梢後返して居るが・17●～18●Cは依然S

Wに鼠著な南下を示し野島崎正東130浬に達し

て居る○

房総沖の19，水帝を前線とした北上暖流は野

島崎正東80浬の海区を31～40浬の巾を以て北

上して居るが沖合寒流の発達の為前句に比し柏

北上を圧迫され乍ら、その先端は那珂湊～火映

東方60浬附近作ある○

漁況：「ビンナガ鮪」漁場は前句とほぼ同じ

く19・Cの尖端に苦る、N35。40′～N36・，E142。附近及び那珂湊東方60浬畔丘海区にある027日以

降は19。水帝の後退に伴ひ魚群も南下を示した。本旬の詭漁獲は3・000尾で28日の900尾を最高

として27日～30日の間に全体の約7割が釣獲された〇

「メカジキ」漁獲は前句よ。更に減少した。漁場は犬吠20浬附近及び野島ESE6咽附近の水域

拡ある。好漁椴は全くなく、本旬の組漁獲は680尾である0

「モクカ餃」今・迄全然好漁を見なかったモクカ掛ま今旬に入り犬吠NNE18浬及び塩屋SE25浬

を中心とした極めて狭院な水域で漁獲は稗清栄を呈し・詭漁獲は550尾である○

…2月上旬及び中旬

海況：南下する壌岸親潮寒流は前句に比し更に強く弧珂湊沖釣′～9〕′の海垣を南下して居る○

（18）



犬吠埼以南でも勝浦SE50浬迄張出し．18●　水帝を強く圧迫して居る。併し沿岸の水温は前句に比

し稗昇湿し郊珂湊沖で0・4°C高い。
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沿岸の黒潮環流は南下寒流の豪達に依り

前月下旬に比し猷着た後退を示した○即ち

19°Cの先端は八丈島近海のEliO040′N3

2020′附近まで伸長された。同じく　50浬

～60浬の巾を以て塩屋崎以北まで牽達し那

珂湊沖合に草越して居た18°水帝は犬吠沖

合の170以下の冷水苛の牽達により九十九

里浜沖に停滞して居る。又　E1480を南下

する沖合寒流は吏に接近し17°水借は野島

崎E160浬に毒して居る。

漁況：「ビンナガ賄j野島崎正東180浬

附近より八丈島NE30浬に至る180水槽内

及び犬吠沖合30裡～50浬の180水帯と17

0以下の冷水帯の接南画域に極めてわずか

漁獲があるのみで、主群は本県船出漁範囲
を超え、すでに南下したものと思われる。

その為今回の漁獲高はいづれも漁獲減少を

示し、1月下旬の1割300尾に激減した。
「黄肌鮪」八丈島NE20～30浬及び御森島

東方30浬附近一帯の190～18●水帯に漁獲
されて居る○八丈島近海の漁獲魚の目姻わ
は4～5′である。

「女梶木」犬吠埼30～40浬の冷水帯と180

水帯との潮境附近に多少漁獲されて居るが．前句より更に減少し不振である。

「モウカ鮫」漁獲範囲は：依然変ら－声、穿屋崎S～SE20～25浬及び犬吠N～NE15～30浬の極めて

狭院な漁場である○漁獲は今旬に人か盛漁期の類を皇した。

∈　2　月　下　旬

海鱒‥黒潮暖流は今旬に入り精襲達し、瑚○水帯は前句

より60浬進出し．その先端は那珂湊E65浬に達して居る。

190水苛は依然E1400附近に停滞して居るが200Cは御赦島

近海に蓮して居る○前年に比較し北上暖流は約100浬の援

岸を示し19■水帯は約180浬後過して居る。沿嵐の親潮寒

流は前年よか微弱であるが沿岸は依然昇泡を続け前句よ少

∩．50C高い。

漁況：一般に出漁蘭が北方に移動した為、†グロ、カジ

キ類の漁獲は前句の1／2～1／5に減少して居る。

「ノバチ」郊珂湊E／N40～70浬の160～17■C及び御鼓鳥附

近の水温20°Cの先端に多少出現し、漁獲は極めて少い。

「青肌鮪」新黒帯附近海区の190水帯及び御放鳥SlO浬の

甜●水帯の先端に句初め僅か漁獲されたのみで依然低調で

ある○

（19）
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rメカジキ」犬吠NE40浬附近に稗好漁したのみで．金剛勺に鱒獲ほ前句より減少して居るb

「ビンナガ1鮪八丈島近海に極めて僅かの漁獲があったのみで前句に引績き漁獲不振。

「モクカ鮫」依然整屋崎S～ESE15～30浬の狭除な水域に漁場があるが、漁獲は低調である0

23月上旬及び中旬

海況：壌岸北上黒潮環流は本旬に入りその勢力ほおとろへた形であるが依然として沿岸よりに

H北上し．その先端は盈屋崎ENE O浬附近に達して居わ．前句より　70浬前年より150浬の北上を

示して居る。190水帯は御舟島南方30浬附近に停滞して居るが、犬吠崎～塩屋崎間の1SOC　の水

域内には冷水帯に郡過された190C水塊が分断されて居る。儒捻沿岸の況漸寒流は依然前年より夜

霧であるが、E147030′を南下する沖合寒流は柁接岸を示して居る。指岸は前句より棺高波、高

誠と恵む升珂演で1．00C高い。

漁況：「ノバチ」本旬初めに御蔵島南方海区の19°水帯に句末には犬吠ENE50浬を中心とした

180C水域の2漁場に柏多量の漁獲を見た。出現水温150～200C、漁獲重心水温18．00～18・80C「ビ

ンナガ蹄」旬初め殆ど漁獲が無かつたが句末に重り、塑星E／N～SE50－70浬附近の180～190C

水城の先端に多少漁獲があったが、依然全般の漁模様は低調であるっ

「メカジヰ1N370，E1420　を中心とした　N36㌧－N37°30′，E141020′～E142°20′の水域に広く

出現しているが．漁獲は依然として少い。又「票鮪」、「モクカ鮫」の漁隆は今旬に入わその漁獲は

急激に減少した。

6．魚　　体　　測　　定

昭和26年1月－3月中に犬吠及び野島崎近海で釣獲せられ、茨城郡那珂湊港に水揚されたピソナ

ガ鮪の体長測定をし、（第一表参照）其形態的特性を測定し、測定値を吟味してみると

第1衷　　漁　　獲　　條　　件

昭∴j

」Ⅵ）．1

Ab．2

且も．3

麒1．5

賠　　　名l　漁　　期1　漁　　　　　　　　　　　場　l　漁　綾　里

昭　平　丸

茨　城　丸

長　編　丸

第1長英丸

：二1…F…芸≡

1月　下旬

1月中・一下旬

〝

2月下旬
3　月」二旬
3　月中旬
3　月中旬
3月下旬

N340■・－N36jE140。30′・－E142030′

八　丈　島　近　海

N35°．－＿N370E1420．＿E1440

N34050′N350E141025′－E141040′

N35050′ノ・－N36、）E1410ノ・－E142810′

八丈島及新黒瀬附近

N290．＿N300E1460．＿E1490

ピソナガ95尾

〝　690尾

〝　　74尾

′

ピソナガ172庵

ra）No．1，2，3，も5の魚群は夫々単一の種族で構成されているが．No．8，10，の魚群は均質とは見

傲せない○

（b）No．8，10，の魚群は同一の種族と見徹し得る○亦No・2，3，5，の魚群は同一の種族と認められて

いるが、N0．1の魚群は同一と認められぬ（第2表．第1図参照）
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従って．1月－3月上旬N340E140°30′一

E144・忙出現するビンナガ群は固有定質的

な近海魚群体で、4年魚及び5年魚が主体と

なり夫々53％，33％を占めている○亦3月・

八丈島近海及び小笠原東方海直に出鵠する

群は固有定着的な近海魚群体と沖合よわ流入

し来る外琳魚群体との複合群と息ほれ5年

魚及び6年魚が主体で夫々24ク£・39％を占め

て∨ヽる○

第2表　Gemogemotごソナガ鮪体長分布表
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